






 

新生児期の高ヘマトクリット(Ht)血症は低出生体重児に多くみられ,Ht 値約

65%を境に急激に血液粘稠度を増し,いわゆる過粘度症候群といわれる呼吸,循

環,中枢神経症状を呈するようになる。Ht 値 70%以上でも無症状のものもあるが,

候性の高 Ht 血症では,その症状は多彩で,呼吸障害,チアノーゼ,心拡大,低血糖,

乏尿あるいは無尿,消化器症状などがみられ,汎発性血管内凝固(DIC)の報告例

もみられている。重篤な呼吸困難や中枢神経症状は長期予後の点からも軽視で

きない。 


